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平素より地域医療連携について格別のご理解ご協力を賜り、厚くお礼申しあげます。
地域医療連携室だより10月号をお届けします。

『骨折リエゾンサービスチーム』の活動について

伊那中央病院では４月から 骨折リエゾンサービス（FLS）チームを立ち上げ準備して
きました。リエゾンとはフランス語で連絡係などの意味を持ちます。一度骨折を起こす
と一年以内に次の骨折を起こす可能性が高くなることから初回骨折のタイミングでの骨
粗鬆症治療を開始することの重要性が報告されています。

上伊那医療圏においては、大腿骨近位部骨折例の多くを当院で対応しており、年間
２００例以上を手術しています。その対象が受傷前からどの程度、骨粗鬆症治療を受け
ているかを調査したところ２０％前後でした（２０２０年日本骨粗鬆症学会発表）。
今後どのように治療率を上げることができるか考慮していましたが、令和４年度の

保険改定で二次性骨折予防継続管理料の算定ができるようになったことをきっかけに、
骨折リエゾンサービス（ＦＬＳ）チームの立ち上げを進めることができました。８月
１５日から運営を開始しております。手術後から骨粗鬆症の評価を行い各部署のスタッ
フが積極的に参加し、多職種で二次性骨折の予防に取り組んでいます。今後一層の地域
医療連携をはかりながら、骨粗鬆症の治療継続につなげたいと考えています。

チームリーダー 整形外科部長比佐健二

大腿骨近位部骨折地

域連携パスと共に多職種
からのサマリーが同封さ
れます。回復期リハビリ
テーション病棟を退院後
に、一旦当院の整形外科
外来に紹介をいただき骨
粗鬆症治療の評価と必要
であれば修正を行います。
できるだけ、かかりつけ
医の先生方に紹介をして
治療の継続をご依頼しま
す。大腿骨近位部骨折地
域連携パスの運用が一部
変わりますのでご理解と
ご協力をお願いします。
１０月中旬以降に地域

医療連携室よりオンライ
ン説明会を計画しており
ます。

（ＦLSチーム事務局）

二次性骨折予防の地域連携の流れ
大腿骨近位部骨折地域連携パスの対象患者に骨粗鬆症治療が必要である説明を行い

同意をいただいた後に、FLSチームが介入開始します。急性期病棟を退院後に回復期リ
ハビリテーション病棟へ転棟または転院をします。



♦編集後記♦
田んぼの畦道に赤い曼珠沙華が沢山咲いているのを見た。幼い頃の記憶が蘇った。

家族で墓詣りに行く途中、真っ赤に咲いているそれを見つけ、私がつい手を伸ばした
のだろう。 誰かが「帰る道を忘れてしまうよ。触らないで」と言い、思わず手を引
いた。それ以来、見かけても怖さがあった。 何故か？ 赤い曼珠沙華には毒があり、
幼い子が手に触れる危険を回避するために「道忘草」と言う人もいるそうだ。
「曼珠沙華」は「彼岸花」とも言われる。

地域医療連携室長 中山ゆかり
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耳鼻咽喉科頭頸部外科よりご挨拶

9月より伊那中央病院耳鼻咽喉科頭頸部外科に赴任しました森 健太郎と申します。
これまで信州大学医学部付属病院を中心に、飯田市立病院、上田医療センターと歴任し、
伊那中央病院に赴任しました。
これまで、耳鼻科一般について経験を積み、手術については耳科手術を除く一般的な耳

鼻咽喉科の手術(扁桃摘出術から耳下腺腫瘍摘出術・頸部郭清術)を経験し、近年は主にめ
まいの診療及び鼻科手術に特化し、研鑽を積んで参りました。
これまでの経験を活かしつつ、足りない分野については信州大学医学部附属病院のバッ

クアップいただき、上伊那圏域の皆様にご満足いただける医療を提供したいと考えており
ます。

まだまだ勉強中の若輩者ではあります故、
先生のご指導・ご鞭撻を賜りますよう、お願
い申し上げます。

伊那中央病院 耳鼻咽喉科 頭頸部外科
主任医長 森 健太郎

医師の異動について

医師の異動についてご紹介します。よろしくお願いします。
9月1日着任 8月31日異動

麻酔科 笹尾 昂司 ささお こうじ 村上 徹
耳鼻咽喉科 森 健太郎 もり けんたろう
救急科 吉川 純子 よしかわ すみこ

10月1日着任 ９月30日異動
小児科 小堀 ほたる こぼり ほたる 小川 瑛雄
耳鼻咽喉科 頭頸部外科 宮嶋 宏樹 みやじま ひろき
歯科口腔外科 湯本 恵理 ゆもと えり 岡庭 諒


